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○ 

水
郷
旧
家
磯
山
邸
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

宿
泊
を
伴
っ
た
新
た
な
交
流

拠
点
と
し
て
、
魅
力
向
上
と
さ

ら
な
る
有
効
活
用
が
図
ら
れ
ま

す
。
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

居　室 1棟 1時間につき
1,370円

1時間につき
（時間外）
1,500円

商用撮影料 １時間につき　10,000円

こんなことをきめました
平成30年度予算など
34議案を可決
　第１回定例会は、３月２日から23
日までの22日間開かれ、条例の制定・
改正18件、補正予算５件、新年度予
算８件・人事案件１件・その他２件が
審議されました。また、市政一般に関
する通告質問には、10人の議員が登
壇し、市の所信が問われました。

○ 

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　

葬
祭
費
支
給
額
が
増
額
さ
れ

ま
す
。

（
改
正
前
）
３
０
，
０
０
０
円

（
改
正
後
）
５
０
，
０
０
０
円

○ 

放
課
後
学
童
保
育
対
策
事

業
条
例
の
一
部
改
正

　

学
校
休
業
日
に
お
け
る
保
育

時
間
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

（
改
正
前
）
午
前
８
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分

（
改
正
後
）
午
前
７
時
45
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分

他
に
も
次
の
条
例
改
正
が
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

○ 

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
及

び
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

○ 

潮
来
市
部
設
置
条
例
の
一
部

改
正

○ 

潮
来
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

○ 

潮
来
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

○ 

潮
来
市
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○ 

潮
来
市
公
文
書
の
開
示
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

○ 

潮
来
市
基
金
設
置
条
例
の
一

部
改
正

○ 

潮
来
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

○ 

潮
来
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○ 

潮
来
市
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定

○ 

潮
来
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
，
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

○ 

潮
来
市
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
等
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

○ 

潮
来
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

○ 

潮
来
市
下
水
道
条
例
の
一
部

改
正

※ 

賛
否
の
分
か
れ
た
「
国
保
税

条
例
の
一
部
改
正
」
は
、
Ｐ

６
に
掲
載
。

宿泊使用料

施設使用料

居　室 1棟（1泊） 50,000円 全
員
賛
成
で
可
決

条　

例

平　成
30年度 第１回定例会

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決
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市税
2,925,536
（22.9％）

市税
2,925,536
（22.9％）

繰越金・
繰入金など
2,176,033
（17.1%）

繰越金・
繰入金など
2,176,033
（17.1%）

地方交付税交付金
3,358,673
（26.3％）

地方交付税交付金
3,358,673
（26.3％）

市債
1,095,963
（8.6％）

市債
1,095,963
（8.6％）

国庫支出金
1,618,702
（12.7％）

国庫支出金
1,618,702
（12.7％）

県支出金
826,174
（6.6％）

県支出金
826,174
（6.6％）

その他
751,919
（5.8％）

その他
751,919
（5.8％）

自主
財源
5,101,569
（40.0％）

自主
財源
5,101,569
（40.0％）

依存
財源
7,651,431
（60.0％）

依存
財源
7,651,431
（60.0％）

歳  入 12,753,000 歳  出 12,753,000
（単位：千円）（単位 千円）

総務費
1,763,507
（13.8％）

総務費
1,763,507
（13.8％）

民生費
4,111,193
（32.2％）

民生費
4,111,193
（32.2％）

衛生費
1,245,880
（9.8％）

衛生費
1,245,880
（9.8％）農林水産･

商工費
543,344
（4.3％）

農林水産･
商工費
543,344
（4.3％）

土木費
1,777,338
（13.9％）

土木費
1,777,338
（13.9％）

教育費
1,346,662
（10.5％）

教育費
1,346,662
（10.5％）

公債費
1,282,181
（10.1％）

公債費
1,282,181
（10.1％）

その他
682,895
（5.4％）

その他
682,895
（5.4％）

自治体の規模・人口
などに応じて国から
交付されるお金。

保育や医療な
ど使う目的が
決まっている
補助金。

市の借り入れ金。
市民税・固定資産
税・軽自動車税な
ど皆さんが納めて
いる市税。

福祉関係に使
うお金。

ごみ・し尿の
処理費。

借り入れの返
済金。

会 計 名
Ｈ29 Ｈ30 比　　較
予算額 予算額 増減額 増減率

一般会計 12,555,000 12,753,000 198,000 1.60%

特
別
会
計

国民健康保険 4,550,170 3,580,028 △970,142 △21.3％
下水道事業 1,626,536 1,583,029 △43,507 △2.7％
農業集落排水事業 62,885 71,664 8,779 14.00%
介護保険 2,257,229 2,210,186 △47,043 △2.1％
後期高齢者医療 260,402 284,689 24,287 9.30%

企業
会計

水道事業 900,995 929,075 28,080 3.10%
工業用水道事業 77,504 18,348 △59,156 △79.3％
合　　　計 22,290,721 21,430,019 △860,702 △3.9％

議会の注目事業は、Ｐ４、Ｐ５で紹介。

昨年度予算との比較
（単位：千円）

平成30年度全会計予算　２１４億３，０００万円
一般会計は１２７億５，３００万円（前年比１．６％増）

　平成30年度一般会計予算は、「潮来市まち・ひと・しごと創生総合戦略を優先的な課
題として位置づけ、少子高齢化の対応や子育て支援の充実、移住定住策の促進、公共
施設の長寿命化、茨城国体に向けた施設整備などに重点を置いた編成。

全員賛成で可決
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▼  保健・医療・福祉政策 

▼
①不妊治療費助成　3,300千円
　不育症検査及び治療費助成
　150千円

　男性不妊治療の追加、不育症
と診断された場合の保険適用外
検査及び治療費の一部助成。

②子育て世代包括支援事業
　2,817千円

　子育て世代包括センターを設
置し、妊娠期～子育て世代まで
の切れ目のない支援を実施。

③子育て応援サポート事業
　6,904千円
　妊娠された方に記念品贈呈
（授乳服等）、1歳児に読み聞か
せ絵本を配布、新小学1年生に
ランドセルを贈呈。
（写真はイメージです）

④日の出地区液状化対策事業
　206,400千円

　家屋に不具合が生じた場合の
事業損失に対応するため、申し
出に応じ家屋事後調査を実施。

⑤若年世帯定住促進助成金事業
　29,500千円

　本市において住宅を取得し、
定住する若年夫婦又は若年者が
親である子育て世帯に対し、定
住促進助成金を交付。

⑥地域公共交通網形成事業
　35,999千円

　広域路線バス3路線の運行と
高齢者の交通弱者対策としてタ
クシー利用補助制度を創設。

⑦中学生海外派遣事業
　7,426千円

　多文化教育・交流により、国
際的感覚を身につけるため、ホ
ストタウンである台湾土庫国民
中学校に派遣。

⑧ 小学校英語指導指導助手配置
事業　13,252千円
　英語指導助手招致事業
　22,223千円

　外国人英語指導員助手（ＡＬ
Ｔ）を小学校3名、中学校4名体
制とし、英語教育の充実と国際
化に対応できる人材育成を図る。

⑨ボートセンター改修事業
　43,581千円
　国体推進室事業　27,639千円
　東京オリンピック対策事業
　5,090千円
　ボートセンターの駐車場・空調・
トイレ等の整備。ボート・トライア
スロン競技のリハーサル大会の開
催。東京オリンピック・パラリン
ピックに向け、ホストタウンの台湾
との交流、事前キャンプ地誘致。

▼  土地利用・基盤整備政策 

▼

▼  教育・文化政策 

▼

ここに注目！
　　「市民のお金」「市民のお金」の使いみち
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▼  産業振興政策 

▼

⑩広域観光ＤＭＯプロジェクト
　8,200千円

　鹿行地域の地域観光を一本化
する「アントラーズホームタウ
ンＤＭＯ」の展開。

⑪商工振興事業　16,100千円

　地域活性化のための誘客イベ
ントへの補助、ろ舟・人力車事
業の通年化実証実験など商工会
等と連携を進める。

⑫あやめまつり大会事業
　38,441千円

　花菖蒲の適正な栽培管理や圃
場整備、「嫁入り舟」「ろ舟運行」
「人力車周遊」など更なる魅力
向上を図る。

⑬ 水郷筑波・サイクリングによ
るまちづくりプロジェクト
　1,428千円

　「つくば霞ヶ浦りんりんロー
ド」を利活用し、周辺自治体と
連携し、レンタサイクルの運営
やサイクリングツアー等を実施
する。

⑭ 水郷コミュニティ・ビジネス
革命2018（津軽河岸周辺）
　276,572千円

　津軽河岸周辺の石蔵等の整備
にあたり「生産性革命に資する
地方創生拠点整備交付金」へ財
源の付け替えを行い整備を進め
る。

⑯財産管理　124,452千円

　本庁舎へエレベーターを設
置。旧牛堀出張所の老朽化によ
る解体。

⑱ 高速バス通勤・通学者助成事
業　6,720千円

　首都圏への通勤・通学費の助
成により移住定住を促進するた
め、高速バス定期券購入費助成
を行う。

▼  行財政政策 

▼

▼  市民協働政策 

▼

▼  産業振興政策 

▼

⑰ ふるさとづくり寄付金制度推
進事業　99,719千円

　潮来市への思いを持つ人から
寄付金を活かしたまちづくりを
進めるため、基金を積立てる。
返礼については、業務を効率的
に進める。

▼  生活環境政策 

▼
⑮高齢者運転免許返納促進事業
　1,022千円

　運転による事故防止及び運転
免許返納促進のため、75歳以
上の方に路線バス利用券（2万
円）を交付する。
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改正内容
区　分 内　訳 改正前（Ｈ29） 改正後（Ｈ30） 比　較

医療保険分
（０～74歳）

所得割 6.3% 6.6% 0.3%
資産割 33.0% ― △33%
均等割 16,500円 23,000円 6,500円
平等割 22,000円 25,000円 3,000円

後期高齢者支援分
（０～74歳）

所得割 2.2% 2.2% ―
資産割 10.0% ― △10%
均等割 5,000円 7,000円 2,000円
平等割 7,000円 8,000円 1,000円

介護保険分
（40～ 64歳）

所得割 0.9% 1.7% 0.8%
資産割 5.0%  ― △5%
均等割 7,500円 15,000円 7,500円
平等割 4,000円  ― △4,000円

　課税限度額 890,000円 930,000円 40,000円
　納　　　期 8回 9回 1回

■ 

討　

論 

■

▼
賛
成
討
論

○
飯
田　

幸
弘 

議
員

　

国
民
健
康
保
険
は
、
特
別
会
計
に

て
運
営
し
、
医
療
費
は
加
入
者
自

ら
の
保
険
税
で
賄
う
こ
と
が
原
則

で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
市
１
人
当
た
り

の
保
険
税
調
定
額
は
県
内
36
位
、
法

定
外
繰
入
は
４
位
、
平
成
15
年
の
改

定
以
来
の
措
置
、
一
般
会
計
か
ら
繰

入
を
増
や
し
保
険
税
の
軽
減
を
図
っ

て
お
り
、
逆
に
不
公
平
な
資
産
割
に

依
存
し
て
き
ま
し
た
。
近
隣
市
を
含

め
資
産
割
廃
止
を
す
る
自
治
体
が
増

え
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
予
算

に
て
、
１
億
３
，
１
０
０
万
円
の
基

金
繰
入
を
行
い
、
緩
和
策
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
国
保
加
入
者
の
皆
様
に

は
、
ご
負
担
を
お
願
い
し
大
変
心
苦

し
い
と
こ
ろ
保
険
制
度
維
持
の
為
、

ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
兼
平　

直
紀 
議
員

　

こ
の
度
の
改
正
は
、
新
制
度
へ
の

対
応
と
こ
れ
ま
で
14
年
間
税
率
を
据

置
い
て
き
た
状
況
で
の
改
正
で
す
。

関
係
部
署
・
機
関
全
て
で
慎
重
審
議

を
重
ね
、
被
保
険
者
に
配
慮
し
た
内

容
で
す
。
市
全
体
・
未
来
を
考
え

た
責
任
あ
る
判
断
、
苦
渋
の
選
択
で

も
あ
り
ま
す
。
次
の
理
由
で
賛
成
し

ま
す
。
①
被
保
険
者
へ
配
慮
し
、
急

激
な
引
き
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
一

般
財
源
の
繰
入
で
対
応
し
て
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
水
準
で
一
般

財
源
を
投
入
し
続
け
る
こ
と
は
、
国

保
以
外
の
市
民
、
他
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
影
響
が
出
て
く
る
。
③
多
く
の

市
町
村
が
資
産
割
を
廃
止
し
て
い
る

中
、
不
公
平
感
の
あ
る
資
産
割
に
依

存
し
て
き
た
状
況
も
改
善
で
き
る
。

▼
反
対
討
論

○
沼
里　

真
一
郎 

議
員

　

市
試
算
で
固
定
資
産
０
円
世
帯
は

重
増
税
で
耐
え
ら
れ
な
い
。
夫
婦
収

入
４
２
０
万
円
子
2
人
で
保
険
税

6
万
８
，
９
０
０
円
増
。
夫
婦
の
み

収
入
２
３
０
万
円
（
年
金
）
の
保
険

税
軽
減
世
帯
で
も
１
万
９
，
１
０
０

円
増
。（
潮
来
市
は
軽
減
世
帯
５
割

で
収
入
少
な
い
人
多
い
。）
対
し
て

固
定
資
産
額
あ
る
人
ほ
ど
減
税
。
県

統
一
化
へ
増
税
は
仕
方
な
い
が
、
資

産
無
い
人
の
み
負
担
増
で
潮
来
市
は

昨
年
ま
で
低
税
に
し
て
た
分
も
上
げ

幅
大
き
く
急
増
税
過
ぎ
る
。
激
変

緩
和
を
。
納
期
を
10
回
に
増
を
。

国
保
予
算
市
負
担
削
減
分
約
４
，

２
０
０
万
円
で
急
増
税
者
へ
税
一

部
削
減
を
。（
市
予
算
法
定
外
繰
入

今
年
１
，
０
０
０
円
、
△
２
億
４
，

４
７
０
万
円
減
で
極
端
過
ぎ
る
）
徴

収
方
法
は
当
面
は
市
で
決
め
る
の

で
、
理
想
は
１
年
は
資
産
割
を
一
部

残
し
、
資
産
割
率
の
軽
減
に
す
べ
き

だ
っ
た
。

審　議　結　果

潮来市国民健康保険税条例の一部改正

審
議
結
果

阿 

部　

慶 

介

兼 

平　

直 

紀

小 

峰　

 　

進

大 

野　

政 

則

飯 

田　

幸 

弘

兼 

平　

好 

一

平 

田　

健 

三

箕 

輪　
　

 

昇

飯 

島　

康 

弘

田 

崎 　
　

清

沼 

里 

真
一
郎

笠 

間　

丈 

夫

今 

泉　

利 

拓

小 

沼　

英 

明

粟
飯
原 

治 

雄

薄 

井　

征 

記
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ―

※賛成は○、反対は×。議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

潮来市国民健康保険税条例の一部改正について
賛成多数で可決
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○ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

○ 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
○
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算

（単位：千円）

総合計画策定事業 2,950 委員会等の開催回数の増
復興記念事業 2,700 地下水位低下に時間を要したため
津軽河岸跡周辺整備事業 94,680 地権者との調整に時間を要したため
水郷潮来コミュニティ・ビジネス革
命２０１８（津軽河岸周辺） 276,572 国の予算が可決したため

無線放送施設事業（デジタル化整備事業） 78,562 周波数申請及び認可に時間を要するため
地籍調査事業 6,400 道路事業との調整に
橋梁長寿命化修繕事業 186,941 河川管理者・茨城県との交渉に時間を要したため
日の出地区道路等施設台帳整備事業 3,004 地図情報システムとの調整
道路新設改良事業 183,958 用地交渉、関係機関等との調整
津軽河岸整備事業 7,590 関係機関との調整
潮来市教育振興基本計画・学校適正
化計画策定業務 6,480 関連計画等との調整

計 849,837

水郷潮来コミュニティ・ビジネス革命２０１８事業 2億７,６５７万２千円
ふるさとづくり寄付金代行委託料 ３７５万円
ふるさと応援基金積立金 ２,５００万円
高速バス通勤・通学助成事業 ４４万円増
認知症グループホーム施設開設準備支援事業補助金 ５５８万９千円増
民間保育所等に対する運営委託金及び保育士の
処遇改善加算 ５,８２８万９千円増

また繰越明許費として　繰越明許費　11事業 総額８億４,９８３万７千円
が翌年へ繰り越されます。 　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
そ
れ
ぞ

れ
に
５
６
，
７
０
０
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
１
２
，
９
０

４
，
８
２
８
千
円
と
す
る
も
の
。

※繰越明許費とは
　歳出予算の一部で、その性質上又は
予算成立後の事由により、年度内に
その支出を終わらない見込みのある
ものについて、予算で定めることに
より、翌年度に繰り越して使用する
ことが認められている。

解説

そ
の
他 

特
別
会
計

○ 
平
成
29
年
度
潮
来
市
一
般
会

計
補
正
予
算

全
員
賛
成
で
可
決

補
正
予
算

歳出の主なもの

繰越明許費内訳

全
員
賛
成
で
可
決

○
村　

山　

正　

昭
（
行
方
市
矢
幡
）

○
立　

原　

英　

夫
（
潮
来
市
潮
来
）

○
木　

村　

悦　

也
（
潮
来
市
上
戸
）

　

公
平
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
た

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成

30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
34
年
３
月
31

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

公
平
委
員
会
委
員



平成 30 年 5 月　潮来市議会だより 169 号 8

平
成
30
年

第
１
回

潮
来
市
議
会

定 
例 
会　議員の質問や市の答えには、市政の課題がたくさん詰まっています。

どうぞご注目ください。 ※9ページから18ページまで発言順に掲載　　

市 政 を 問 う

１   地域公共交通網形成事業について

２   教育環境の充実について

３   通学路（生活道路）の安全対策につ

いて

飯
島 

康
弘

9
ページ

１   潮来土木事務所内の元技術公社の建
物について

２   須賀・曲松下の開発について
３   潮来クリーンセンターの有価物売却
の入札について

4    前川潮来地区の出島橋と津軽河岸に
ついて

小
沼 

英
明

14
ページ

１   県の方針に沿った質の高い幼児教育の提供を保証
する体制の整備。（就学前福祉から就学前教育に。
公立幼稚園３年保育を・延長保育朝夕拡充を。）

2    市嘱託員の待遇処遇改善・県の最低賃金割
れ問題指摘したがその後どう対応したか。

3    国民健康保険税の来年度の資産割廃止による所得分重増税へ激変緩和を
4    復興へ地下水位低下の現状とスケジュール変更。建物傾き・沈下補償。

沼
里
真
一
郎
10
ページ

１   入札制度について
２   安心安全な水道水の安定供給につい
て

3    持続可能な潮来市を目指す財政状況
と企業誘致について

４   魅力あるまちづくりに向けた取り組
みについて

大
野 

政
則

15
ページ

１   防災・減災対策の取り組みについて

２   「牛堀地区の活性化」の推進について

３   墨田区との交流を提案する

４   障害者の支援・雇用について

平
田 

健
三

11
ページ

１   潮来市の観光について

２   潮来市の予算編成について

３   旧市役所牛堀出張所の跡地利用につ

いて

４   地域公共交通網形成事業について

兼
平 

直
紀

16
ページ

１   平成30年度予算編成について

２   低炭素社会の推進について

３   日本風景街道・花いっぱい運動等に

ついて

飯
田 

幸
弘

12
ページ

１   地域住民同士の連携が必要、コミュ
ニティ活性事業について

２   免許を返納しても大丈夫か？潮来市の取り組みについて
３   いじめ早期発見、早期対応へ！匿名通
報アプリ「ストップイット」について

４   高速バスターミナルの潮来市観光地
PRについて

阿
部 

慶
介

17
ページ

１   企業誘致について

２   平成30年度市政運営について

３   潮来市第７次総合計画について

４   警察派出所・消防署の誘致について

兼
平 

好
一

13
ページ

１   鹿行広域バス運行について
2    定住促進について
３   津軽河岸跡周辺整備について
４   東関東自動車道（潮来～鉾田区間）
の事業進捗状況について

５   副市長について

田
崎 

清

18
ページ

　白抜きの数字は要約して掲載された質問ですが、それ以外は紙面の都合により掲載できませんでした。
　議員写真脇のＱＲコードを読み取ると、映像で視聴いただけますので、ぜひご覧ください
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質問者 　飯島 康弘

問 
何
の
た
め
に
誰
の
た
め
に
行
う

の
か
、
具
体
的
内
容
は
。

答 

生
涯
学
習
課
長

　

学
習
習
慣
の
定
着
や
基
礎
学
力
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
９
月
よ

り
市
内
の
学
習
塾
等
に
通
っ
て
い
な

い
小
学
４
年
生
、
中
学
１
年
生
を
対

象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
月
２
回
、
隔
週
の

月
曜
日
に
中
央
公
民
館
で
実
施
し
て

い
る
。
宿
題
や
市
販
の
テ
キ
ス
ト
な

ど
を
持
参
し
、
自
ら
が
計
画
に
基
づ

い
て
学
習
を
行
い
、
学
習
支
援
員
が

１
人
１
人
の
学
習
内
容
、
進
捗
状
況

に
合
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
。

問 

周
知
や
募
集
に
お
い
て
、
民
業

圧
迫
と
誤
解
を
受
け
な
い
よ
う
周
知

さ
れ
た
い
。

答 

生
涯
学
習
課
長

　

民
業
圧
迫
と
い
う
部
分
も
一
部
で

は
あ
る
か
と
思
う
が
、
各
学
年
で
月

２
回
の
開
催
で
あ
る
こ
と
や
、
学
習

習
慣
の
定
着
を
目
的
と
す
る
こ
と

で
、
民
業
を
圧
迫
す
る
こ
と
と
な
ら

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

　
　

問 

市
職
員
が
学
校
へ
出
向
き
、
保

護
者
へ
説
明
を
行
っ
た
。
非
常
に
効

果
の
高
い
方
法
で
あ
る
。
今
後
も
期

待
す
る
が
い
か
が
か
。

答 

生
涯
学
習
課
長

　

周
知
及
び
募
集
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
市
内
校
長
会
で
の
事
業
説
明

を
し
、
２
月
下
旬
か
ら
は
各
学
校

の
保
護
者
会
で
説
明
を
行
い
、
募
集

を
行
っ
た
。
現
在
、
対
象
と
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
直
接
説

明
及
び
募
集
を
し
て
い
る
状
況
で
、

今
後
は
実
施
状
況
の
報
告
な
ど
も
含

め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
広
報

紙
を
活
用
し
、
周
知
を
し
て
い
く

考
え
。
昨
年
９
月
か
ら
の
事
業
で
あ

り
、
事
業
の
成
果
を
検
証
し
て
い
る

段
階
。
今
後
と
も
事
業
の
充
実
を
目

指
し
、
対
応
を
し
て
い
く
。

問 

交
通
安
全
の
新
し
い
取
り
組
み

『
ゾ
ー
ン
30
』
を
潮
来
市
に
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
。

答 

都
市
建
設
課
長

　

ゾ
ー
ン
30
と
は
、
生
活
道
路
に
お

け
る
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
区
域

を
定
め
て
最
高
速
度
時
速
30
キ
ロ
の

速
度
規
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
他
の
安
全
対
策
を
必
要
に
応
じ

て
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
生
活
道

路
対
策
。
潮
来
市
内
に
は
６
つ
の
小

学
校
、
４
つ
の
中
学
校
、
１
つ
の
高

校
等
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
周

辺
道
路
の
速
度
制
限
は
約
30
キ
ロ
と

な
っ
て
い
る
が
、
全
て
は
把
握
し
き

れ
て
い
な
い
。
今
後
、
各
関
係
機
関

と
調
整
し
、
ま
ず
は
現
地
調
査
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
の
で
は

な
く
、
潮
来
市
に
あ
っ
た
形
に
し
、

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
、
い

か
が
か
。

答 

都
市
建
設
課
長

　

ゾ
ー
ン
30
の
規
定
以
前
に
、
各

関
係
機
関
と
連
携
し
て
通
学
路
の

チ
ェ
ッ
ク
は
行
っ
て
い
る
。
予
算
等

の
問
題
も
あ
る
が
、
重
点
的
・
総
合

的
に
対
策
を
す
べ
き
箇
所
に
つ
い
て

は
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

問 

タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
制
度
の
内

容
は
。

答 

秘
書
政
策
課
長

　

潮
来
市
内
に
住
所
を
有
す
る
75
歳

以
上
の
運
転
免
許
を
保
有
し
て
い
な

い
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に
、
月
２

回
の
外
出
を
支
援
す
る
も
の
で
、
１

回
の
タ
ク
シ
ー
利
用
に
つ
き
５
０
０

円
分
、
年
間
48
枚
の
タ
ク
シ
ー
利
用

券
を
交
付
す
る
制
度

問 

市
民
目
線
で
考
え
、
市
民
や
協
力

を
い
た
だ
け
る
民
間
事
業
者
の
方
々

の
考
え
も
取
り
入
れ
、
利
便
性
の
高

い
制
度
を
求
め
る
が
、
い
か
が
か
。

答 

市
民
の
利
便
性
の
高
い
も
の
に

す
る
こ
と
を
念
頭
に
地
域
公
共
交
通

網
を
計
画
、
実
施
し
て
き
た
。
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
は
、
民

間
の
方
々
や
各
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等

の
事
業
者
も
含
め
て
2
年
間
議
論
し

て
き
て
お
り
、
路
線
バ
ス
と
フ
ィ
ー

ダ
ー
交
通
を
組
み
合
わ
せ
、
利
便
性

が
高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
構

築
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
は
事
業
の

検
証
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

Q1
『
ま
な
び
ー
ル
ー
ム
』

学
習
支
援
事
業
に
つ

い
て

Q2
『
ゾ
ー
ン
30
』
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

Q3
「
地
域
公
共
交
通
網
形

 

成
事
業
」
に
つ
い
て
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質問者 　沼里 真一郎
　

国
県
は
1
昨
年
か
ら
幼
児
教
育
重

視
。
然
し
市
は
公
立
幼
稚
園
と
認

定
こ
ど
も
園
幼
稚
園
部
を
未
だ
市

民
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
管
理
。
市

教
育
委
員
会
関
与
は
少
。
対
し
県
内

ほ
ぼ
教
育
委
員
会
管
理
。
１
昨
年
４

月
に
、
教
育
長
「
公
立
幼
稚
園
は
近

く
統
廃
合
を
検
討
中
」
に
当
時
園
長

は
怒
り
。
就
学
前
教
育
を
施
設
老
朽

化
や
費
用
観
点
の
み
で
公
立
２
園
共

に
休
廃
園
へ
。
12
月
議
会
答
弁
で
私

へ
課
長
「
も
っ
と
勉
強
し
て
き
な
さ

い
」
然
し
公
立
幼
稚
園
で
先
生
は
研

修
と
準
備
を
確
保
さ
れ
授
業
。
要
領

を
十
分
活
用
し
研
修
体
制
、
時
間
配

慮
が
大
事
。
民
間
を
主
導
連
携
の
公

立
幼
稚
園
が
必
要
。
教
育
充
実
で
人

口
増
流
入
を
。

問 

①
子
供
子
育
て
会
議
は
教
育
か

ら
市
職
員
の
み
。
教
育
長
参
加
し
幼

児
教
育
会
議
へ
市
長
考
え
は
。

答 

全
て
子
育
て
支
援
課
長

　

子
ど
も
子
育
て
会
議
は
、
子
育
て

環
境
を
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
と
も
に
考
え
、
取
組
ん

で
い
く
た
め
に
、
子
ど
も
子
育
て
支

援
法
、
第
77
条
第
１
項
及
び
第
３
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
を
制
定
し

市
長
部
局
に
設
置
さ
れ
た
。

問 

②
保
育
園
が
幼
稚
園
機
能
を
持

つ
認
定
こ
ど
も
園
移
行
は
難
し
い
と

市
が
年
１
回
も
民
間
こ
ど
も
園
へ
指

導
行
か
ず
。
認
定
こ
ど
も
園
は
幼
稚

園
と
同
じ
と
し
同
じ
保
育
料
で
都
合

に
合
わ
せ
る
施
設
へ
。
教
育
長
の
見

解
は
。

答 

子
育
て
支
援
課
は
、
事
務
委
任

を
受
け
て
い
る
が
、
幼
児
期
と
小
学

校
教
育
の
円
滑
な
接
続
を
支
援
す
る

た
め
に
教
育
委
員
会
と
連
携
し
進
め

て
お
り
、
認
定
こ
ど
も
園
に
対
す
る

管
理
指
導
も
法
律
に
基
づ
い
て
行
っ

て
い
る
。

問 

③
昨
秋
に
当
時
園
長
が
市
長
教

育
長
へ
意
見
書
提
出
。
副
市
長
も
同

席
。
そ
の
後
対
応
な
く
、
夏
休
み
に

退
職
届
で
は
な
く
退
職
願
も
受
理
通

告
時
、
教
育
長
か
ら
子
育
て
支
援
課

長
勢
揃
い
、
言
い
分
機
会
無
し
の
姿

勢
へ
教
育
長
説
明
は
。

答 

退
職
願
が
出
さ
れ
た
の
で
受
理

し
た
。

問 

④
退
職
挨
拶
時
市
長
「
園
長
が

主
張
の
就
学
前
教
育
管
理
は
今
後
教

育
委
員
会
で
」
と
今
後
は
。

答 

茨
城
県
、
就
学
前
教
育
・
家
庭

教
育
推
進
室
と
連
携
し
、
当
市
の
仕

組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問 

⑤
当
時
園
長
へ
教
育
部
長
「
最

も
優
れ
た
幼
児
教
育
を
行
う
園
。
認

定
こ
ど
も
園
の
先
生
に
見
て
も
ら
う

研
修
機
会
を
作
り
た
い
」
発
言
事
実

か
。

答 

公
立
幼
稚
園
で
培
っ
て
い
る
幼

児
教
育
を
活
か
せ
る
体
制
作
り
が
必

要
で
あ
る
。

問 

⑥
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
認
定
こ

ど
も
園
保
護
者
を
含
め
（
２
園
）
存

続
が
一
番
多
。
存
続
の
策
を
。
公
立

ば
か
り
不
利
な
の
で
３
年
保
育
化

を
。
行
方
市
で
行
う
預
か
り
時
間
延

長
を
。

答 

就
学
前
児
童
の
減
少
に
も
関
わ

ら
ず
、
平
成
29
年
度
中
、
特
に
産

休
・
育
休
明
け
後
の
１
歳
児
、
２
歳

児
の
施
設
利
用
が
増
え
て
い
る
状

況
。
保
護
者
ニ
ー
ズ
は
、
早
期
の
施

設
利
用
。
一
度
入
園
す
る
と
園
児
の

環
境
を
大
き
く
途
中
で
変
え
た
く
な

い
た
め
、
保
護
者
は
転
園
を
望
ん
で

い
な
い
傾
向
。
よ
っ
て
、
預
か
り
時

間
の
延
長
の
措
置
を
講
じ
て
も
、
園

児
確
保
は
困
難
な
こ
と
か
ら
、
延
長

は
行
い
ま
せ
ん
。
教
育
の
質
を
存
続

し
、
集
団
教
育
の
た
め
に
運
営
基
準

に
沿
っ
た
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。

問 

⑦
公
立
園
長
は
非
常
勤
の
嘱
託

員
で
管
理
職
で
な
く
教
員
評
価
で
き

ず
。
子
育
て
支
援
課
長
が
職
員
評
価

の
み
行
う
。
指
導
管
理
体
制
へ
教
育

長
見
解
は
。

答 

年
間
計
画
を
基
に
各
教
諭
が
目

標
設
定
を
し
て
い
る
。
面
接
に
園
長

が
立
ち
会
い
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
業
績
、
能
力
、
態
度
を
評

価
し
て
き
た
。
さ
ら
に
評
価
の
中
で

教
育
委
員
会
と
協
議
連
携
を
し
て
い

る
。

問 

⑧
公
立
幼
稚
園
教
諭
の
鹿
行
で

人
的
交
流
を
。

答 

ご
提
言
と
し
て
承
り
ま
す
。

Q1

市
教
育
充
実
へ
公
立

幼
稚
園
存
続
を
。
３

年
保
育
化
を
。
預
か

り
保
育
朝
夕
延
長
を
。
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質問者 　平田 健三

問 
「
災
害
時
用
公
衆
電
話
」
の
設
置

状
況
と
４
市
の
「
避
難
連
携
協
定
」

進
捗
は
。

答 

総
務
課
長　

　

災
害
時
用
公
衆
電
話
は
、
こ
れ
ま

で
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
茨
城

支
店
と
協
議
を
進
め
、
避
難
所
８
カ

所
に
回
線
を
引
く
準
備
を
し
、
３
月

16
日
か
ら
災
害
時
の
際
に
使
用
可

能
。
避
難
連
携
協
定
を
締
結
し
た
４

市
（
潮
来
・
神
栖
・
香
取
・
稲
敷
）

で
協
議
を
重
ね
た
。
大
規
模
洪
水

時
に
お
け
る
広
域
避
難
の
連
携
に
関

す
る
情
報
収
集
連
絡
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

４
市
で
作
成
し
、
そ
の
中
で
広
域
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
、
今
後
各
市

で
そ
れ
ら
を
啓
発
す
る
。
ま
た
、
潮

来
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
作
業

を
進
め
、
さ
ら
な
る
防
災
対
策
の
充

実
を
図
る
。

問 

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
の

取
組
み
と
情
報
発
信
の
強
化
を
伺
う
。

答 

秘
書
政
策
課
長

　

３
月
21
日
に
観
光
協
会
と
潮
来
市

の
共
催
及
び
商
工
会
を
後
援
と
し
た

サ
イ
ク
リ
ン
グ
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
事

業
を
行
う
予
定
。
Ａ
コ
ー
ス
（
大
生

神
社
と
東
国
三
社
め
り
・
65
㎞
）、

Ｂ
コ
ー
ス
（
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

グ
ル
メ
散
走
・
30
㎞
）
で
、
両
コ
ー

ス
と
も
牛
堀
地
区
を
通
過
す
る
コ
ー

ス
設
定
。
今
後
も
県
を
初
め
、
つ
く

ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
周
辺
自

治
体
及
び
関
係
団
体
な
ど
と
取
り
組

み
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
牛
堀
地
区

は
、
霞
ヶ
浦
、
常
陸
利
根
川
、
権
現

山
公
園
、
二
本
松
寺
の
あ
じ
さ
い
の

杜
な
ど
、
水
や
緑
を
初
め
、
名
所
、

旧
跡
な
ど
地
域
資
源
等
が
豊
富
な

地
区
と
考
え
て
い
る
。
点
在
す
る
優

れ
た
地
域
資
源
等
を
行
政
と
地
域
の

方
々
や
関
係
団
体
な
ど
が
連
携
し
、

周
遊
ル
ー
ト
づ
く
り
を
初
め
、
交
通

手
段
の
確
保
、
名
所
・
旧
跡
等
の
サ

イ
ン
設
置
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信

な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

問 

「
す
み
だ
ま
つ
り
」
の
物
産
展
等

に
参
加
し
て
交
流
等
で
き
な
い
か
。

答 

秘
書
政
策
課
長

　

平
成
19
年
に
商
工
会
青
年
部
が
あ

や
め
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
墨
田

区
内
隅
田
川
か
ら
本
市
あ
や
め
園
ま

で
約
１
９
０
㎞
を
ろ
舟
で
航
行
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
交
流
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
墨
田
区
を
よ
く
理
解
し

た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
交
流
の
可
能

性
が
あ
る
か
を
精
査
し
検
討
し
て
い

き
た
い
。

再
問 

私
が
２
月
に
墨
田
区
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
か

進
捗
は
あ
っ
た
か
。

答 

総
務
部
長

　

墨
田
区
の
担
当
課
長
に
一
度
ご
連

絡
を
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後

も
情
報
交
換
を
進
め
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
交

流
の
仕
方
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
形
が
と
れ
る
の
か
、
今
後
も

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

障
害
者
の
雇
用
相
談
と
支
援
対

策
の
取
組
み
は
。

答 

社
会
福
祉
課
長

　

本
市
で
は
、
障
害
者
か
ら
の
就
労

等
の
相
談
を
受
け
た
場
合
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
障
害
者
就
業
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
、
障
害
福
祉
事
務
所
等
々
と

の
連
携
を
と
り
な
が
ら
就
労
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
障
害
者
の
状

況
等
に
応
じ
、
障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
く
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
、
Ｂ
型
の
利
用
支
援
も
行
っ

て
い
る
。
現
在
、
多
く
の
障
害
者
の

方
々
が
市
内
外
の
事
業
所
で
各
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
潮

来
市
身
体
障
害
者
協
議
会
の
障
害
者

就
労
相
談
や
福
祉
事
務
所
の
就
労
支

援
員
と
の
連
携
に
よ
る
就
労
支
援
も

行
っ
て
い
る
。

Q1

本
市
の
防
災
・
減
災

対
策
の
取
組
を
問
う

Q3

「
葛
飾
北
斎
」
ゆ
か

り
の
地
で
あ
る
「
墨

田
区
」
と
の
交
流
を

提
案
す
る

Q4
「
障
害
者
の
雇
用
支

 

援
」
の
強
化
を

Q2

「
牛
堀
地
区
」
の
活 

性
化
と
賑
や
か
さ
を 

図
れ

富嶽三十六景「常州牛堀」富嶽三十六景「常州牛堀」
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質問者 　飯田 幸弘

問 
地
方
税
０
．
６
％
増
、
臨
時
財

政
債
１
２
．
９
％
増
の
影
響
は
。

答 
財
政
課
長

　

予
算
編
成
で
は
一
般
財
源
の
減
と

計
上
。
当
初
予
算
の
全
体
と
し
て

は
、
国
・
県
支
出
金
の
財
源
確
保

に
よ
り
臨
時
財
政
対
策
債
と
通
常
分

の
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
抑
制
と

な
っ
た
予
算
案
と
な
っ
た
。

再
問 

市
税
減
の
実
質
の
影
響
は
。

答 

財
政
課
長

　

当
初
予
算
市
税
は
４
，
０
０
０
万

円
減
。
普
通
交
付
税
の
算
定
措
置
で

は
75
％
で
あ
り
25
％
が
収
入
減
。
目

安
と
し
て
１
，
０
０
０
万
円
減
。

問 

第
９
次
実
施
計
画
の
内
容
は
。

答 

秘
書
政
策
課
長

　

市
の
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
総
合
計
画
基
本
構
想
と
、

基
本
計
画
に
示
さ
れ
た
施
策
・
事
業

の
実
効
性
確
保
と
進
行
管
理
の
た

め
、
計
画
期
間
３
年
間
と
し
て
具
体

的
な
事
務
事
業
の
内
容
と
財
源
を
示

し
て
い
る
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
重
点
施
策
を
反
映

し
て
い
る
。

再
問 

事
業
費
は
予
算
の
ど
の
程
度

か
。

答 

秘
書
政
策
課
長

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

１
２
７
億
５
，
３
０
０
万
円
に
対
し

て
事
業
費
合
計
は
約
58
億
円
。
占
め

る
割
合
は
約
46
％
。

問 

潮
来
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
政
略
は
。

答 

秘
書
政
策
課
長

　

３
つ
の
政
策
基
本
目
標
を
定
め
て

お
り
、
こ
れ
ら
に
沿
っ
た
施
策
事
業

を
平
成
30
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。

　

●
１　

 

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く

り
、
時
代
に
あ
っ
た
地
域

づ
く
り

　

●
２　

 

若
者
の
希
望
を
実
現
す
る

環
境
づ
く
り
、
地
域
が
支

え
る
子
育
て
健
康
づ
く
り

　

●
３　

 

元
気
な
地
域
産
業
づ
く
り

問 

潮
来
市
第
７
次
総
合
計
画
に
つ

い
て
は
。

答 

環
境
課
長

　

平
成
30
年
度
中
の
策
定
を
目
指

し
、
現
在
作
業
中
。
職
員
に
よ
る
省

エ
ネ
意
識
の
向
上
と
実
践
に
取
組

む
。
ま
た
、
広
報
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
に
よ
り
市
民
へ
の
啓
発
に
努
め

る
。

再
問 

低
炭
素
社
会
の
推
進
を
計
画

に
加
え
て
は
。

答 

環
境
課
長

　

第
６
次
総
合
計
画
に
記
載
し
て
お

り
、
第
７
次
総
合
計
画
で
も
同
様
に

進
め
て
い
き
た
い
。

問 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
促
進
を
。

答 

環
境
課
長

　

防
犯
灯
や
避
難
誘
導
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
進
め
、
庁
舎
の
照
明
も
順
次
進

め
て
い
る
。
市
施
設
の
照
明
に
つ
い

て
も
順
次
進
め
て
い
き
た
い
。

再
問 

小
中
学
校
の
通
学
路
に
防
犯

灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計
画
的
に
行
っ
て
は
。

答 

総
務
課
長

　

小
中
学
校
の
防
犯
灯
は
教
育
委
員

会
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
要
望
箇
所

設
置
に
向
け
進
め
て
い
る
。
平
成
30

年
１
月
現
在
の
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率

は
35
％
で
あ
り
、
平
成
29
年
３
月
末

と
比
べ
る
と
６
％
伸
び
て
い
る
。
計

画
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
き
た

い
。

問 

風
景
街
道
の
今
後
の
取
り
組
み

は
。

答 

産
業
観
光
課
長

　

例
年
あ
や
め
ま
つ
り
前
に
実
施
し

て
い
る
水
郷
潮
来
あ
や
め
園
で
の
除

草
活
動
や
、
紫
陽
花
や
藤
な
ど
の
植

栽
の
手
入
れ
な
ど
を
中
心
と
し
な
が

ら
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
さ
ら
な
る
観
光
振
興
に

つ
な
が
る
取
組
を
検
討
。

問 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
現
状
と
課

題
は
。

答 

産
業
観
光
課
長

　

現
状
は
、
①
２
つ
の
団
体
へ
補
助

を
実
施
②
３
地
区
と
幼
稚
園
へ
花

の
苗
を
現
物
支
給
③
あ
や
め
ま
つ

り
前
に
、
前
川
沿
い
町
内
に
花
の
苗

を
配
付
。
課
題
は
、
植
栽
箇
所
を
増

や
し
、
郷
土
を
花
の
あ
る
景
観
で
包

み
、
お
も
て
な
し
の
ま
ち
と
し
て
潤

い
の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

再
問 

潮
来
イ
ン
タ
ー
周
辺
や
道
の

駅
周
辺
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開

し
周
知
Ｐ
Ｒ
を
。

答 

産
業
観
光
課

　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
は
直
接
的
に

は
違
う
が
道
の
駅
周
辺
道
路
に
も
植

栽
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
も
担
当

部
署
で
植
栽
等
を
計
画
。
花
い
っ
ぱ

い
運
動
で
も
担
当
部
署
と
の
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
花
の
植
栽
活
動
を
継

続
、
推
進
し
て
い
き
た
い
。

Q1

平
成
30
年
度

予
算
編
成
に
つ
い
て

Q3

日
本
風
景
街
道
・

花
い
っ
ぱ
い
運
動
等

に
つ
い
て

Q2

低
炭
素
社
会
推
進
に

つ
い
て
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問 

子
育
て
支
援
に
関
す
る
新
規
事

業
は
何
？

答 

子
育
て
支
援
課
長

　

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
事
業

の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
。
妊
娠
届
出
時
に
授
乳

服
等
セ
ッ
ト
、
１
歳
児
健
康
診
査
時

に
絵
本
、
小
学
校
入
学
時
に
ラ
ン
ド

セ
ル
を
提
供
す
る
。

問 

高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
新
規
事

業
は
何
？

答 
高
齢
福
祉
課
長

　

認
知
症
施
策
と
し
て
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
。
認
知
症

の
方
及
び
そ
の
家
族
を
早
期
に
訪
問

し
、
初
期
支
援
を
包
括
的
か
つ
集
中

的
に
行
い
、
自
立
し
た
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
支
援
の
体
制
を
整
え

て
い
く
。

問 

そ
の
他
の
新
規
事
業
は
何
？

答 

秘
書
政
策
課
長

　

移
住
定
住
す
る
若
年
夫
婦
・
若
年

者
が
親
で
あ
る
子
育
て
世
帯
に
対
し

て
助
成
金
を
交
付
す
る
若
年
世
帯
定

住
促
進
助
成
金
事
業
。
次
に
、
高
齢

者
の
自
家
用
車
運
転
に
よ
る
交
通
事

故
防
止
及
び
運
転
免
許
返
納
促
進
の

た
め
、
路
線
バ
ス
利
用
券
を
交
付
す

る
高
齢
者
運
転
免
許
返
納
促
進
事

業
。
ま
た
、
高
齢
者
の
交
通
弱
者
対

策
と
し
て
、
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用

補
助
事
業
。
最
後
に
、
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
の
相
手
地
域
で
あ
る
台
湾
と
の
国

際
交
流
に
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
を

行
う
。

問 

旧
牛
堀
出
張
所
の
解
体
後
の
計

画
は
？

答 

財
政
課
長

　

平
成
30
年
度
は
解
体
工
事
完
了

後
、
更
地
に
し
て
計
画
完
了
。
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
に
地
元

の
関
係
者
と
懇
談
会
を
開
催
し
意
見

を
集
約
す
る
。
ま
た
、
民
間
利
用
に

関
す
る
意
向
調
査
も
行
っ
て
い
く
計

画
。

問 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
満
足

度
が
低
く
重
要
度
が
高
い
と
位
置
付

け
さ
れ
た
も
の
は
？

答 

秘
書
政
策
課
長

　

医
療
体
制
及
び
子
育
て
支
援
の
充

実
、
新
た
な
産
業
の
育
成
及
び
雇
用

の
促
進
、
社
会
保
障
制
度
の
適
正
な

運
用
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
地
域

福
祉
の
推
進
、
観
光
の
活
性
化
、
道

路
交
通
網
・
交
通
環
境
の
整
備
が
、

満
足
度
が
低
く
重
要
度
が
高
い
結
果

と
な
っ
た
。

問 

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答 

秘
書
政
策
課
長

　

各
種
団
体
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び

潮
来
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
初
め

潮
来
市
総
合
計
画
策
定
委
員
会
及
び

潮
来
市
総
合
計
画
審
議
会
で
協
議
、

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り

の
提
言
書
の
提
出
が
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
方
向
性
と
な
る
基
本
構
想

を
ま
と
め
た
い
。

問 

日
の
出
地
区
へ
の
誘
致
交
渉
経

過
と
見
通
し
は
。

答 

総
務
課
長

　

警
察
派
出
所
に
つ
い
て
、
警
察
施

設
は
警
察
施
設
再
編
整
備
計
画
第
２

期
計
画
に
基
づ
き
計
画
的
に
配
置
さ

れ
て
お
り
、
派
出
所
を
置
く
こ
と
は

現
時
点
で
は
難
し
い
と
の
こ
と
。
今

後
も
日
の
出
地
区
へ
警
察
施
設
を
設

け
て
も
ら
う
よ
う
申
し
入
れ
し
て
い

く
。
消
防
署
に
つ
い
て
、
鹿
行
広
域

事
務
組
合
と
配
置
場
所
の
検
討
や
、

設
置
に
関
す
る
条
件
整
理
、
過
去
の

整
備
内
容
な
ど
、
調
査
を
進
め
て
い

る
。

問 

今
後
の
方
向
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

市
長

　

東
関
東
自
動
車
道
の
延
伸
に
よ
り

消
防
機
能
や
救
急
体
制
等
強
化
が
必

要
。
あ
き
ら
め
ず
に
誘
致
活
動
を
し

て
い
き
た
い
。

問 
雇
用
創
出
・
税
収
増
加
・
産
業

活
動
の
活
性
化
の
た
め
の
企
業
誘
致

の
進
捗
状
況
は
？

答 

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

潮
来
工
業
団
地
に
あ
る
民
間
企
業

が
増
設
に
よ
り
社
員
を
追
加
募
集

し
、
採
用
予
定
者
を
含
め
21
人
が
採

用
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
９
人
が
潮
来

市
民
。
潮
来
市
へ
の
税
収
増
加
に
も

つ
な
が
る
。

　

稲
井
川
地
区
で
は
、
立
地
意
欲
が

あ
る
商
業
企
業
か
ら
話
が
来
て
お

り
、
関
係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
調

整
を
図
っ
て
い
る
。

Q1

企
業
誘
致
は
順
調
か

質問者 　兼平 好一

Q2

平
成
30
年
度

市
政
運
営
に
つ
い
て

Q4

警
察
派
出
所
・
消
防

署
の
誘
致
は
い
つ
？

Q3

第
７
次
総
合
計
画

策
定
に
あ
た
り
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質問者 　小沼 英明

問 
①
こ
の
建
物
は
い
つ
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
市
に
譲
渡
さ
れ
た
の
か
？

ま
た
市
の
財
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た

の
は
い
つ
か
？

答 

財
政
課
長

　

旧
建
設
技
術
公
社
が
平
成
27
年
3

月
31
日
に
閉
鎖
さ
れ
、
同
年
4
月
に

茨
城
県
か
ら
旧
建
設
技
術
公
社
の
利

活
用
に
つ
い
て
打
診
を
受
け
た
。
建

物
は
同
年
12
月
15
日
、
敷
地
は
同
年

12
月
28
日
に
譲
渡
さ
れ
た
。

問 

②
こ
の
建
物
を
商
工
会
が
利
用

す
る
話
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
聞
い
て

い
る
が
、
借
り
受
け
る
ま
で
に
ど
ん

な
段
取
り
が
必
要
な
の
か
。

答 

財
政
課
長

　

移
転
も
含
め
た
潮
来
市
産
業
会
館

設
立
の
要
望
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

予
算
可
決
後
に
協
議
、
調
整
し
て
い

く
。

問 

③
旧
牛
堀
町
役
場
の
跡
地
利

用
、
合
併
当
初
か
ら
の
計
画
の
通
り

親
水
ゾ
ー
ン
と
し
て
地
元
の
方
々
と

協
議
し
大
事
に
育
て
て
い
き
た
い
と

思
う
が
、
地
元
の
柿
崎
総
務
部
長
の

意
見
を
伺
う
。

答 

総
務
部
長

　

跡
地
利
用
と
し
て
、
旧
牛
堀
市
街

地
の
活
性
化
に
向
け
た
整
備
を
し
て

欲
し
い
と
の
地
元
か
ら
の
要
請
が

あ
っ
た
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
有
効
活
用
に
取

り
組
み
た
い
。

問 

①
（
潮
）
１
６
５
５
線
の
開
通

は
、
い
つ
か
？
ま
た
旧
有
料
道
路
と

の
交
差
点
の
信
号
は
同
時
に
稼
働
し

だ
す
の
か
？

答 

都
市
建
設
課
長

　

開
通
時
期
は
3
月
末
25
日
の
週
を

検
討
し
て
い
る
。
信
号
機
も
同
時
に

稼
働
す
る
予
定
。

問 
②
稲
井
川
橋
の
信
号
は
事
故
の

多
い
信
号
。
前
後
の
信
号
と
の
調
整

や
行
方
署
や
潮
来
土
木
事
務
所
と
の

話
し
合
い
は
持
っ
て
い
る
の
か
。

答 

都
市
建
設
課
長

　

道
路
を
計
画
す
る
中
で
、
潮
来

市
、
潮
来
土
木
事
務
所
、
行
方
署
、

茨
城
県
公
安
委
員
会
と
交
差
点
部
の

協
議
を
数
回
行
っ
て
い
る
。

問 

③
Ａ
Ｋ
オ
ー
ト
の
前
の
車
道
に

ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
を
設
け
Ｕ
タ
ー
ン
し

や
す
い
配
慮
は
出
来
な
い
の
か
？

答 

都
市
建
設
課
長

　

管
理
者
で
あ
る
潮
来
土
木
事
務
所

と
し
て
は
、
現
況
の
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン

は
中
央
分
離
帯
と
い
う
認
識
。
Ｕ

タ
ー
ン
へ
の
対
応
は
難
し
い
。

問 

④
須
賀
曲
松
下
へ
進
出
予
定
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
市
の
間

で
互
い
の
要
望
や
今
後
の
話
し
合
い

は
持
た
れ
て
い
る
の
か
。

答 

都
市
建
設
課
長

　

問
合
せ
は
あ
っ
た
が
、
協
議
内
容

に
つ
い
て
の
答
弁
は
控
え
る
。

問 

①
（
株
）
や
ま
た
け
と
（
株
）

上
杉
物
産
は
い
つ
か
ら
指
名
願
い
を

出
し
て
い
る
の
か
。

答 

財
政
課
長

　

平
成
23
年
度
以
降
、
登
録
が
確
認

で
き
て
い
る
。

問 

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
指
名
入
札

で
の
選
定
基
準
が
リ
ー
ス
、
委
託
、

売
払
い
を
見
て
も
み
な
同
じ
で
あ

る
。
そ
の
選
定
基
準
を
改
め
て
伺

う
。

答 

財
政
課
長

　

潮
来
市
請
負
業
者
選
考
規
程
を
準

用
し
て
お
り
（
１
）
信
用
度
、（
２
）

工
事
成
績
、（
３
）
手
持
ち
工
事
の

状
況
、（
４
）
施
工
能
力
の
現
状
把

握
、（
５
）
当
該
工
事
に
対
す
る
地

理
的
条
件
の
5
点
を
基
準
に
選
考
し

て
い
る
。

問 

③
有
価
物
売
払
い
に
あ
た
り
他

に
指
名
願
い
を
出
し
て
い
る
業
者
は

な
い
の
か
。

答 

財
政
課
長

　

平
成
29
年
、
30
年
度
の
廃
棄
物
処

理
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
は
12
社
。
内
訳

は
、
市
内
１
社
、
鹿
行
３
社
、
県
内

４
社
、
県
外
４
社
。

問 

④
昨
年
ま
で
市
内
に
住
居
が
あ

り
実
績
の
あ
る
二
社
が
し
の
ぎ
を

削
っ
て
落
札
し
て
い
た
と
思
う
が
、

な
ぜ
本
年
度
か
ら
新
た
に
2
社
を
指

名
し
だ
し
た
の
か
。

答 

財
政
課
長

　

平
成
24
年
度
ま
で
は
、
県
内
に
業

者
が
少
な
く
、
随
意
契
約
で
行
っ
て

い
た
。
平
成
25
年
度
か
ら
は
2
社
に

よ
る
競
争
入
札
を
し
て
き
た
が
、
本

年
度
か
ら
よ
り
一
層
の
競
争
性
を
高

め
る
た
め
、
業
務
が
可
能
で
あ
る
2

社
を
加
え
、
4
社
に
よ
る
競
争
入
札

と
し
た
。

問 

⑤
売
却
価
格
の
落
札
率
が

３
６
６
．
３
％
や
４
４
３
．
８
％
は

尋
常
な
数
字
で
は
な
い
と
思
う
が
所

感
を
伺
う
。

答 

財
政
課
長

　

近
隣
の
状
況
を
踏
ま
え
て
設
定
し

て
い
る
。
時
期
に
よ
り
価
格
の
変
動

が
大
き
く
、
設
定
が
難
し
い
が
、
実

態
に
沿
っ
た
予
定
価
格
に
し
て
い

く
。

Q2

須
賀
・
曲
松
下
の
開

発
に
つ
い
て

Q1

潮
来
土
木
事
務
所
の

元
技
術
公
社
の
建
物

に
つ
い
て

Q3

潮
来
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
有
価
物
売
却

の
入
札
に
つ
い
て
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問 
①
入
札
回
数
の
執
行
回
数
を
現

在
３
回
か
ら
２
回
に
減
ら
す
方
針

は
。

答 

財
政
課
長

　

本
年
度
1
月
末
時
点
で
１
３
１
件

中
１
２
９
件
が
2
回
で
落
札
と
な
っ

た
。
競
争
性
の
高
い
執
行
方
法
と
事

務
の
効
率
化
の
た
め
、
2
月
執
行
分

よ
り
入
札
回
数
を
2
回
と
し
て
い

る
。

問 

②
一
般
競
争
入
札
よ
り
指
名
競

争
入
札
を
拡
充
し
て
い
く
方
向
は
。

答 

財
政
課
長

　

現
在
、
設
計
金
額
１
３
０
万
円
以

上
５
０
０
万
未
満
を
指
名
競
争
入
札

と
し
て
い
る
が
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
設
計
金
額
１
３
０
万
円
以
上
１
，

０
０
０
万
未
満
に
拡
充
す
る
予
定
。

問 

③
入
札
差
金
を
市
民
に
見
え
る

差
金
事
業
を
行
え
な
い
か
。

答 

財
政
課
長

　

入
札
差
金
は
主
に
当
初
予
算
の
財

源
と
し
て
い
る
た
め
、
新
た
な
事
業

化
は
困
難
だ
が
、
社
会
貢
献
を
し
た

企
業
を
対
象
と
し
た
条
件
つ
き
一
般

競
争
入
札
や
、
社
会
貢
献
実
績
等
を

評
価
し
た
指
名
競
争
入
札
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
ふ
え
て
お
り
、
今

後
研
究
し
て
い
く
。

問 

①
田
の
森
浄
水
場
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
。

答 

下
水
道
課
長

　

田
の
森
浄
水
場
は
老
朽
化
が
進
行

し
て
お
り
、
今
後
は
平
成
35
年
度
か

ら
県
水
を
全
量
受
水
し
、
浄
水
場
を

廃
止
し
て
配
水
場
と
す
る
予
定
。

問 

②
石
綿
管
更
新
の
未
達
成
地
域

を
何
年
で
進
め
る
の
か
。

答 

下
水
道
課
長

　

石
綿
管
は
平
成
29
年
度
年
度
末

で
１
１
，
６
９
０
ｍ
、
更
新
率
は

約
７
７
・
５
％
。
今
後
は
年
間
予

算
５
，
０
０
０
万
円
で
毎
年
１
，

２
５
０
ｍ
更
新
し
、
お
お
む
ね
10
年

で
完
了
す
る
見
込
み
。

問 

③
水
道
配
水
管
整
備
事
業
は
、

国
・
県
等
の
支
援
は
な
い
の
か
。

答 

下
水
道
課
長　

国
庫
補
助
は
、

口
径
３
５
０
ミ
リ
以
上
の
基
幹
管
路

ま
た
は
避
難
所
等
へ
の
重
要
給
水
施

設
管
路
が
対
象
。
計
画
の
際
は
積
極

的
に
補
助
を
活
用
し
て
い
く
。

問 

④
本
市
の
水
道
料
金
は
鹿
行
県

内
で
ど
の
ぐ
ら
い
な
の
か
。

答 

上
下
水
道
課
長

問 

⑤
水
道
事
業
の
将
来
値
上
げ
は

必
要
な
の
か
。

答 

上
下
水
道
課
長

　

今
後
5
年
間
は
純
利
益
の
出
る
経

営
状
況
が
維
持
で
き
る
た
め
値
上
げ

の
必
要
は
な
い
が
、
人
口
の
減
少
等

に
よ
り
平
成
45
年
度
に
は
赤
字
に
転

落
す
る
見
込
み
。

問 

①
若
年
世
帯
定
住
促
進
助
成
金

事
業
を
実
施
し
、今
後
の
見
通
し
は
。

答 

都
市
建
設
課
長

　

定
住
人
口
の
増
加
及
び
地
域
の
活

性
化
、
若
年
層
へ
の
経
済
的
支
援
に

よ
る
住
環
境
の
改
善
を
見
込
ん
で
い

る
。

問 

②
子
育
て
応
援
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
実
施
し
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答 

子
育
て
支
援
課
長

　

授
乳
服
や
絵
本
の
提
供
に
よ
り
母

親
の
外
出
機
会
を
増
や
し
、
う
つ
病

予
防
や
地
域
の
活
性
化
、
絵
本
を
通

し
た
豊
か
な
子
育
て
を
図
る
。
ま

た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
提
供
に
よ
り
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
て
い
く
。

問 

③
水
郷
潮
来
あ
や
め
祭
り
の
新

た
な
魅
力
に
つ
い
て
。

答 

産
業
観
光
課
長

　

国
内
・
海
外
に
向
け
、
Ｗ
ｅ
ｂ
に

よ
る
食
の
情
報
発
信
を
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
嫁
入
り
舟
、
人
力
車
、
磯

山
邸
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
あ
や
め

祭
り
を
開
催
し
て
い
く
。

問 

④
水
郷
潮
来
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
・

ビ
ジ
ネ
ス
革
命
２
０
１
８
事
業
で
、

魅
力
が
増
す
も
の
は
。

答 

秘
書
政
策
課
長

　

津
軽
河
岸
跡
周
辺
整
備
を
引
き
続

き
進
め
、
石
蔵
を
水
辺
の
カ
フ
ェ
、

地
域
産
物
の
販
売
、
観
光
案
内
、
情

報
発
信
を
行
う
空
間
へ
と
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
新
た
な
魅
力
の
拠
点
と

す
る
。

問 

⑤
茨
城
国
体
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況
は
。

答 

生
涯
学
習
課
長

　

広
報
い
た
こ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情

報
発
信
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
を

作
成
し
て
機
運
醸
成
を
図
っ
て
い

る
。
今
後
、
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
、
研
修
を
行
っ
て
い
く
。

Q1

入
札
制
度
に
つ
い
て

質問者 　大野 政則

口径 潮来市 行方市 鉾田市
13㎜ 4,432円 4,412円 4,050円
20㎜ 4,590円 4,443円 4,212円

口径 最高 最低 平均 備考

13㎜ 坂東市（猿島地区）
5,290円

つくば市
2,376円 3,923円 ※潮来市

は13㎜、
20㎜とも
県内8位20㎜ 稲敷市

5,832円
つくば市
2,700円 4,117円

◎鹿行地区の水道料金
※1世帯20㎥を平均使用水量として算出

◎県内の水道料金

Q2

安
全
・
安
心
な
水
道

水
の
安
定
供
給
に
つ

い
て

口径 鉾田市
（大洋地区） 鹿嶋市 神栖市

13㎜ 4,374円 3,834円 3,456円
20㎜ 4,536円 4,536円 3,996円

Q3
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
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質問者 　兼平 直紀

問 
観
光
開
発
審
議
会
へ
の
諮
問
事

項
は
。

答 
Ｑ
１
は
全
て
産
業
観
光
課
長

　

水
郷
潮
来
あ
や
め
園
の
有
料
化
と

水
郷
潮
来
あ
や
め
を
生
か
し
た
観
光

の
あ
り
方
の
２
点
。

問 

観
光
開
発
審
議
会
の
答
申
内
容

は
。

答　

景
観
を
損
な
う
柵
等
を
設
置
し

入
場
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
、
潮
来

全
体
の
観
光
客
減
少
に
波
及
す
る
懸

念
が
あ
る
と
答
申
さ
れ
、
か
わ
る
措

置
と
し
て
維
持
管
理
や
環
境
保
全
へ

の
協
力
金
、
あ
や
め
株
の
オ
ー
ナ
ー

制
、
乗
船
税
等
の
法
定
外
目
的
税
導

入
、
ろ
舟
と
市
公
共
物
の
利
用
料
徴

収
等
が
提
案
を
さ
れ
た
。
ま
た
、
水

郷
潮
来
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
あ
や
め

を
中
心
と
し
な
が
ら
、
水
路
と
と
も

に
生
活
を
し
て
き
た
水
郷
文
化
と
歴

史
を
生
か
し
た
観
光
を
推
進
す
べ
き

と
答
申
。

問 

あ
や
め
祭
期
間
中
の
近
年
の
入

込
み
数
・
宿
泊
数
・
観
光
船
乗
者
数

は
。

答 

産
業
観
光
課
長

　

入
込
み
者
数
、
ろ
舟
乗
船
者
数

は
、
表
の
と
お
り
。
宿
泊
数
、
民
間
観

光
船
乗
者
数
は
、
把
握
で
き
ず
。

再
問 

あ
や
め
祭
の
経
済
効
果
を
調

べ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
し
て
い

る
の
か
。

答 

産
業
観
光
課
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
し
て
い
な
い
。

デ
ー
タ
は
、
非
常
に
大
事
で
必
要
な

も
の
な
の
で
、
前
向
き
に
検
討
す

る
。

再
問 

第
３
者
を
い
れ
て
、
将
来
を

見
据
え
た
当
市
独
自
の
観
光
計
画
を

作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

産
業
観
光
課
長

　

総
合
計
画
等
々
の
関
係
も
含
め
て

観
光
振
興
計
画
策
定
の
検
討
を
進
め

る
。

問 

県
の
予
算
方
針
で
補
助
の
見
直

し
、
市
町
村
向
け
補
助
金
の
廃
止
・

縮
減
の
視
点
で
、
新
規
は
厳
に
抑

制
、
知
事
特
任
枠
等
特
別
枠
を
設
け

た
と
あ
り
ま
す
。

　

①
こ
の
方
針
を
受
け
、
新
年
度
予

算
に
影
響
は
出
て
い
る
の
か
。

　

②
平
成
31
年
度
い
ば
ら
き
国
体
に

向
け
た
重
点
的
な
事
業
実
施
に
お
け

る
県
の
補
助
は
。

答 

財
政
課
長

　

①
当
初
予
算
に
影
響
は
な
い
が
、

今
後
も
対
象
事
業
の
詳
細
を
把
握

し
、
適
宜
対
応
し
て
い
く
。

答 

生
涯
学
習
課
長

　

②
現
段
階
で
予
算
編
成
上
の
影
響

は
な
く
、
当
初
の
予
定
通
り
進
ん
で

い
る
。
当
市
の
い
ば
ら
き
国
体
に
向

け
た
重
点
的
な
事
業
実
施
に
対
す
る

予
算
編
成
は
、
問
題
な
く
実
施
さ
れ

る
と
考
え
る
。

問 

解
体
に
関
す
る
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
並
び
に
入
所
し
て
い
る
商

工
会
の
取
り
扱
い
は
。

答 

Ｑ
３
は
全
て
財
政
課
長

　

４
月
〜
７
月
に
商
工
会
移
転
時

期
、
場
所
、
移
転
条
件
を
決
定
。
10

月
頃
に
解
体
工
事
発
注
、
商
工
会
の

移
転
調
整
。
３
月
に
解
体
工
事
の
完

了
を
目
指
す
。

再
問 

商
工
会
の
移
転
先
は
決
ま
っ

て
い
な
い
の
か
。

答　

商
工
会
の
意
向
を
聞
き
決
定
す

る
。

問 

こ
の
実
証
実
験
は
、
い
つ
ま
で

行
う
予
定
か
。

答 

Ｑ
４
は
全
て
秘
書
政
策
課
長

　

白
帆
・
あ
や
め
ラ
イ
ン
を
除
く
２

路
線
は
、
来
年
度
道
路
運
送
法
に
基

づ
く
路
線
定
期
運
行
す
る
予
定
。
白

帆
・
あ
や
め
ラ
イ
ン
は
、
平
成
３
０

年
９
月
末
ま
で
実
証
運
行
期
間
を
延

長
し
、
運
行
継
続
の
可
否
を
判
断
す

る
。

再
問 

路
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正
や
コ
ー

ス
変
更
は
。

答　

秋
に
は
ダ
イ
ヤ
改
正
や
ル
ー
ト

変
更
を
す
り
あ
わ
せ
、
よ
り
よ
い

ル
ー
ト
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

問 

乗
車
・
利
用
法
を
説
明
す
る
活

動
は
。

答　

各
地
区
単
位
で
高
齢
者
の
方
々

へ
声
か
け
や
意
見
交
換
等
の
場
を
設

け
、
ま
た
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

等
の
会
合
に
出
向
き
周
知
活
動
を
実

施
し
、
３
月
に
第
１
回
目
の
体
験
乗

車
会
を
予
定
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
沿

線
の
お
宅
（
約
７
０
０
世
帯
）
に
直

接
伺
い
要
望
の
聞
取
り
や
チ
ラ
シ
等

の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

Q1

潮
来
市
独
自
の
観
光

計
画
っ
て
な
い
の
？

平成27年 342万8,000人

平成28年 228万3,000人

平成28年 1万793人

平成29年 1万3,001人

ろ舟乗船者数

入込み数Q2

県
の
市
町
村
向
け
補

助
金
廃
止
・
縮
減
っ

て
？

Q3
市
役
所
旧
牛
堀
出
張

所
っ
て
無
く
な
る
の
？

Q4
み
ん
な
で
バ
ス
に

乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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問 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助
金
と

は
区
の
活
性
化
を
は
か
る
為
の
公

共
、
公
益
的
に
行
う
事
業
に
交
付
さ

れ
る
あ
り
が
た
い
補
助
金
、
自
分
も

要
望
し
て
き
た
。
補
助
金
を
使
っ
て

い
た
だ
い
た
各
区
の
反
応
は
？

答 

総
務
課
長

　

牛
堀
地
区
で
は
、
公
民
館
祭
り
に

お
い
て
区
加
入
促
進
の
チ
ラ
シ
及
び

啓
発
物
を
配
布
し
、
継
続
し
て
加
入

促
進
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
４
月
か
ら

２
件
の
新
規
加
入
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　

日
の
出
地
区
で
は
、
３
月
11
日
に

炊
き
出
し
訓
練
等
を
実
施
し
、
参
加

者
約
２
５
０
名
の
う
ち
、
区
未
加
入

者
約
30
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
区
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は

一
歩
前
進
で
、
加
入
に
向
け
継
続
し

て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と
が
重
要

と
の
声
を
伺
っ
た
。

問 

免
許
を
返
納
す
る
に
当
た
っ
て

一
番
の
不
安
が
ス
ー
パ
ー
や
病
院
な

ど
に
出
か
け
る
場
合
の
公
共
交
通
の

費
用
と
利
便
性
。
潮
来
市
の
取
り
組

み
は
？

答 

秘
書
政
策
課
長

　

運
転
免
許
を
返
納
さ
れ
た
高
齢
者

に
対
し
、
１
人
１
回
限
り
で
路
線
バ

ス
の
利
用
券
２
万
円
分
を
交
付
す
る

制
度
を
開
始
す
る
。
併
せ
て
75
歳
以

上
の
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
高

齢
者
の
方
々
へ
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

配
布
す
る
予
定
。

問 

返
納
し
た
後
、
月
2
回
の
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
で
は
病
院
に
は
行
け

る
が
、
食
料
の
買
い
出
し
等
は
困

難
。
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
増
や
す

事
は
可
能
か
？

答 
秘
書
政
策
課
長

　

財
源
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
平
成

30
年
度
は
外
出
２
往
復
分
の
月
当
た

り
５
０
０
円
の
チ
ケ
ッ
ト
４
枚
で
実

施
し
て
い
く
。

問 

い
じ
め
が
発
生
し
た
場
合
の
潮

来
市
の
連
絡
体
制
は
？

答 

学
校
教
育
課
長

　

各
学
校
か
ら
は
、
毎
月
10
日
ま
で

に
前
月
の
い
じ
め
に
つ
い
て
市
教
育

委
員
会
へ
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
い
じ
め
の
対
応
状
況
な
ど
を

詳
し
く
確
認
し
、
援
助
、
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

問 

一
番
気
に
な
る
の
は
、
も
し
子

供
が
い
じ
め
に
あ
っ
た
り
見
た
時
に

電
話
相
談
に
電
話
や
、
先
生
や
親
に

相
談
す
る
の
は
勇
気
が
必
要
。
今
の

子
供
達
は
携
帯
や
ア
プ
リ
に
親
し
ん

で
い
る
。
そ
う
言
っ
た
意
味
で
も
子

供
達
が
相
談
し
や
す
い
匿
名
で
も
報

告
で
き
る
環
境
作
り
が
大
事
。
ま
ず

は
ア
プ
リ
を
作
っ
た
会
社
に
話
を
聞

い
て
み
て
は
？

答 

横
田
教
育
長

　

茨
城
県
の
義
務
教
育
課
生
徒
指
導

推
進
室
に
も
24
時
間
対
応
の
子
供

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
い
う
窓
口
が
開
設

さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
も
電

話
番
号
等
を
周
知
し
て
い
る
が
、
併

せ
て
ス
ト
ッ
プ
イ
ッ
ト
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

潮
来
市
の
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
利
用
率
は
高
い
。
あ
や
め
祭
り

開
催
時
や
潮
来
市
観
光
地
の
高
速
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
Ｐ
Ｒ
は
？

答 
産
業
観
光
課
長

　

あ
や
め
祭
り
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
置
を
行
っ
て

い
る
。

問 

ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

通
年
を
通
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
か
？

答 

産
業
観
光
課
長

　

現
在
は
あ
や
め
祭
り
の
時
期
が
中

心
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
年
間

を
通
し
て
市
内
の
観
光
拠
点
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
等
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
置
い

て
、
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

問 

観
光
の
方
か
ら
分
か
り
づ
ら

か
っ
た
と
の
声
が
あ
っ
た
。
あ
や
め

祭
り
開
催
期
間
中
だ
け
で
も
、
案
内

板
を
増
や
し
た
り
、
あ
や
め
娘
さ
ん

を
配
置
し
て
は
い
か
が
か
？

答 

産
業
観
光
課
長

　

案
内
看
板
等
の
設
置
は
継
続
し
て

い
く
。
広
域
路
線
バ
ス
が
増
設
を
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
乗
り
継

ぎ
案
内
や
市
の
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
等

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
あ
や
め
娘
を
配
置

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

質問者 　阿部 慶介

Q3
い
じ
め
早
期
発
見
、
早

期
対
応
へ
！
匿
名
通
報

ア
プ
リ
「
ス
ト
ッ
プ

イ
ッ
ト
」
に
つ
い
て 

Q2
免
許
を
返
納
し
て
も
大

丈
夫
か
？
潮
来
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

Q4
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

あ
や
め
祭
り
の
Ｐ
Ｒ
は

地
域
住
民
同
士
の
連
携

が
必
要
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
事
業
に
つ
い
て

Q1
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質問者 　田崎 　清

問 

①
各
路
線
の
月
別
の
乗
車
人
数

と
バ
ス
一
台
当
た
り
の
平
均
乗
車
人

数
は
。

答 

秘
書
政
策
課
長

問 

②
各
路
線
の
経
費
の
収
支
内
訳

は
。

答 

秘
書
政
策
課
長

問 

③
国
、
県
の
支
援
（
交
付
金
）

の
内
訳
、
支
援
の
期
限
は
。

答 

秘
書
政
策
課
長

問 

①
石
蔵
広
場
の
整
備
及
び
水
郷

旧
家
磯
山
邸
の
総
事
業
費
及
び
内
訳

は
。

答 

秘
書
政
策
課
長

　

総
事
業
費
は
約
４
億
８
，８
０
０
万

円
。
内
訳
は
石
蔵
広
場
の
整
備
に
４

億
４
，７
０
０
万
円
、
水
郷
旧
家
磯
山

邸
４
，１
０
０
万
円
。

問 

②
利
用
目
的
、
運
営
方
針
、
方

向
性
は
。

答 

秘
書
政
策
課
長

　

石
蔵
は
、
飲
食
物
等
を
提
供
す
る

施
設
、
広
場
は
交
流
空
間
と
し
て
民

間
事
業
者
に
よ
り
運
営
し
、
地
域
の

活
性
化
を
目
指
す
。
水
郷
旧
家
磯
山

邸
は
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
運
営

し
、
交
流
人
口
の
増
加
、
移
住
・
定

住
促
進
に
向
け
た
事
業
を
行
っ
て
い

く
。

問 

①
給
与
の
支
払
額
、
住
居
代
、

通
勤
費
は
。

答 

総
務
課
長

問 

②
県
と
の
太
い
パ
イ
プ
で
成
し

遂
げ
た
業
績
の
内
容
と
費
用
対
効
果

は
。

答 

市
長

　

副
市
長
に
は
、
地
方
創
生
に
係
る

業
務
で
国
の
補
助
に
尽
力
を
頂
い
た

ほ
か
、
茨
城
国
体
に
向
け
た
取
り
組

み
で
も
茨
城
県
と
の
積
極
的
な
連
携

を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。

問 

①
潮
来
市
区
域
内
の
用
地
買
取

の
進
捗
状
況
は
。

（
※
Ｑ
４ 

①
〜
③
の
答
は
常
総
国
道
事

務
所
か
ら
の
回
答
に
基
づ
く
も
の
。）

答 

都
市
建
設
課
長

　

市
ご
と
の
進
捗
状
況
は
公
表
さ
れ

て
い
な
い
。
全
路
線
の
取
得
率
は
平

成
30
年
１
月
末
現
在
、
86
％
。

問 

②
潮
来
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
場

の
区
間
の
工
法
・
工
事
期
間
は
。

答 

都
市
建
設
課
長

　

開
削
工
法
に
よ
り
函
渠
工
を
施
行

す
る
。
工
事
期
間
は
未
定
。

問 

③
高
速
道
路
の
開
通
予
定
時
期

は
。

答 

都
市
建
設
課
長

　

用
地
買
収
及
び
工
事
の
進
捗
状
況

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
適

切
な
時
期
に
開
通
目
標
を
順
次
公
表

し
て
い
く
。

問 

④
市
長
の
高
速
道
路
開
通
に
対

す
る
国
、
県
へ
の
要
望
、
ど
の
よ
う

な
働
き
か
け
を
し
て
い
る
の
か
。

答 

市
長

　

関
係
す
る
省
庁
、
国
会
議
員
及
び

関
係
機
関
に
整
備
促
進
の
要
望
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
早
期
完

成
に
向
け
継
続
的
に
整
備
促
進
の
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

Q1
鹿
行
広
域
バ
ス
運
行

に
つ
い
て

Q2
津
軽
河
岸
周
辺
整
備

に
つ
い
て

路線 4月 5月 6月 7月 8月
鹿行北浦
ライン
（平均）

708
(1.48)

811
(1.63)

1,107
(2.31)

738
(1.49)

914
(1.84)

神宮あやめ
ライン ※平成29年8月8日運行開始 595

(1.60)
白帆あやめ
ライン ※平成30年1月12日運行開始

Q3

副
市
長
に
つ
い
て

Q4
東
関
東
自
動
車
道
路
（
潮

来
〜
鉾
田
区
間
）
の
事
業

進
捗
状
況
に
つ
い
て

路線 9月 10月 11月 12月 1月 計
鹿行北浦
ライン
（平均）

803
(1.67)

694
(1.40)

747
(1.56)

848
(1.71)

618
(1.25)

7,987
(1.63)

神宮あやめ
ライン

875
(2.43)

792
(2.13)

891
(2.48)

957
(2.57)

993
(2.67)

5,103
(2.40)

白帆あやめ
ライン ※平成30年1月12日運行開始 453

(1.26)
453

(1.26)

鹿行北浦
ライン

神宮あやめ
ライン

白帆あやめ
ライン 計

運行経費 32,170千円 20,396千円 7,802千円 60,368千円

運賃収入 3,400千円 1,019千円 156千円 4,575千円

国・県補助金 8,000千円 9,688千円 3,823千円 21,511千円

差額 20,770万円 9,689千円 3,823千円 34,282千円

差額のうち
潮来市負担額 9,388千円 2,398千円 1,305千円 13,091千円

潮来市地方
交付税 7,510千円 2,398千円 1,305千円 11,213千円

潮来市
一般財源 1,878千円 0千円 0千円 1,878千円

地域公共交通
確保維持改善
事業費補助金

茨城県広域公
共交通ﾈｯﾄﾜｰｸ
再構築支援事
業費補助金

計

鹿行北浦
ライン 6,000千円 2,000千円 8,000千円

　各補助金については支援の期限等は
定められていない。

地方創生推進
交付金 県負担金 計

神宮あやめ
ライン 9,688千円 4,844千円 14,532千円

白帆あやめ
ライン 3,823千円 1,911千円 5,734千円

住居代は支給していない。

年度 給料 期末手当 通勤手当

平
成
27
年
度

304万円 120万6,120円 8万3,500円

平
成
28
年
度

729万6,000円 227万2,400円 53万400円

平
成
29
年
度

729万6,000円 230万7,360円 53万400円
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▼
２
月

２
日　

平
成
29
年
度
第
２
回
議
員
研
修
会

 

関
係
議
員

３
日　

東
関
東
自
動
車
道
開
通
式 

副
議
長

６
日　

潮
来
市
農
業
再
生
協
議
会 

副
議
長

６
日
〜
７
日　

 

県
東
市
議
会
議
長
会
視
察
研

修 

議
長

９
日　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

 

関
係
議
員

13
日　

臨
時
議
会　

14
日　

水
郷
美
術
展
開
展
式 

関
係
議
員

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

観
光
開
発
審
議
会 

議
長

20
日　

総
務
建
設
委
員
会
協
議
会　

21
日　

教
育
福
祉
経
済
委
員
会
協
議
会

　
　
　

潮
来
市
地
域
公
共
交
活
性
化
協
議
会

 

議
長

22
日　

悠
々
塾
閉
講
式 

議
長

　
　
　

大
規
模
稲
作
研
究
会
総
会 

議
長

23
日　

全
員
協
議
会 

議
長

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

障
害
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

 

関
係
議
員

▼
１
月

７
日　

新
成
人
の
集
い 

関
係
議
員

８
日　

消
防
出
初
式 

関
係
議
員

11
日
〜
12
日　

未
来
交
流
会 

関
係
議
員

12
日　

鹿
行
広
域
バ
ス
運
行
開
始
式　

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会　

き

議
会
の
動

▼
３
月

２
日　

議
会
定
例
会　

初
日

３
日　

な
め
が
た
農
協
天
皇
杯
受
賞
祝
賀
会

 

関
係
議
員

　
　
　

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
・
キ
ッ
ク
オ
フ

　
　
　

パ
ー
テ
ィ
ー 

関
係
議
員

６
日　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　

春
季
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

議
長

８
日　

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

 

関
係
議
員

13
日　

市
内
中
学
校
卒
業
式

　
　
　

議
会
定
例
会　

一
般
質
問

 

関
係
議
員

14
日　

議
会
定
例
会　

一
般
質
問　

15
日　

議
会
定
例
会　

一
般
質
問　

16
日　

議
会
定
例
会　

19
日　

総
務
建
設
委
員
会　

20
日　

教
育
福
祉
経
済
委
員
会

　
　
　

あ
や
め
ま
つ
り
大
会
実
行
委
員
会

 

議
長

22
日　

市
内
小
学
校
卒
業
式 

関
係
議
員

23
日　

議
会
定
例
会　

最
終
日　

26
日　

潮
来
市
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

 

議
長

　
　
　

第
二
回
防
災
会
議 

議
長

18
日　

県
市
議
会
議
長
会
定
例
会 

議
長

20
日　

土
地
改
良
事
業
団

　
　
　
　
　

連
合
会
表
彰
祝
賀
会 

議
長

21
日　

潮
来
市
新
春
賀
詞
交
歓
会 

関
係
議
員

23
日　

悠
々
塾
発
表
会 

議
長

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

観
光
開
発
審
議
会 

議
長

30
日　

市
町
村
負
担
金
審
議
委
員
会 

議
長

31
日　

全
員
協
議
会

「いきいき茨城ゆめ国体」の成功にむけて特集  追跡シリーズ①
　議会だよりでは、茨城国体（Ｈ３１年９月２８日～１０月８日）の成功に向けて、機運醸成のた
め、潮来市での取り組み等を今後シリーズで紹介していきます。潮来市では、ボート（Ｈ３１年１０
月４日～７日開催）、トライアスロン（Ｈ３１年９月２８日開催）、オープンウオータースイミング
（Ｈ３１年９月１１日開催）の３競技が開催されます。現在、実行委員会を中心に準備が進められて
おり、本年度は、ボートセンター改修事業など国体に向けた施設整備が図られ、また、２競技のリ
ハーサル大会も開催されます。

◆リハーサル大会◆
トライアスロン ５月２７日（日） 特設会場
ボート ７月２１日（土）～２２日（日） 潮来ボートコース

トライアスロン大会 ボートセンター



薄
井
 征
記

潮
来
市
議
会
だ
よ
り
「
み
ら
い
」
V
ol.169

発
　
行
　
日
：
2018年

5月
10日

議会広報
編集委員会
議会広報
編集委員会

委 

員 

長　

大
野 

政
則

副
委
員
長　

平
田 

健
三

委　
　

員　

兼
平 

好
一

　
　
　
　
　

飯
田 

幸
弘

　
　
　
　
　

兼
平 

直
紀

　
　
　
　
　

阿
部 

慶
介

編
集
後
記

　4月13日、東日本大震災で液状化の被害を受けた日の
出地区の道路沿いに、417本の街路樹を植える植樹祭が、
日の出地区民、地元認定こども園園児、関係者約100人
が参加して行われました。今回植えられた街路樹は、温
州ミカン（374本）、カイズカイブキ（43本）です。全
国的にも珍しい温州ミカンの街路樹は、数年後には実が
なり始め、次は収穫祭として日の出地区民を楽しませて
くれるのではないでしょうか。

日の出地区で街路樹の植樹祭

次の
定例会は
6月4日月
開会予定

　市議会では、市民のみなさんの生活に
直結した重要な問題が審議されています
ので、私たち議員の活動状況や市政の内
容を知るためにも、ぜひ議会の傍聴にき
てください。

表紙の説明

　

議
会
だ
よ
り
「
み
ら
い
」
を
ご
愛
読

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
達

広
報
編
集
委
員
会
は
、
一
人
で
も
多
く

の
市
民
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
市
民
目
線
で
「
見
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
く
、
手
に
取
り
た
く
な
る
」
議

会
だ
よ
り
を
作
り
た
い
と
い
う
意
思
の

元
、
委
員
会
と
事
務
局
が
一
体
と
な
っ

て
編
集
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
潮

来
市
が
何
を
考
え
、
市
議
会
が
ど
の
様

な
活
動
を
し
て
い
る
か
を
「
み
ら
い
」

を
通
し
て
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
伝
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
此
れ
か
ら
も

「
み
ら
い
」
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
市
民
参
加
を
取
り
入
れ
、

編
集
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
声
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
大
野 

政
則
）

動画サイトQRコード

動画でみる！

市 議 会

　スマートフォンやタ
ブレットでもご視聴い
ただけます。ぜひご利
用ください。


